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この他にも・・・・・・ 

より見やすいページを目指します！

ホームページ全体が見やすく、親しみやすくなったり、「総合カレンダー」で健診
やイベント等の行事が簡単に調べられる…などなど、今までのホームページには
なかった機能が大幅にアップされています。
ぜひ一度アクセスしていただき、新しくなったホームページを楽しんでいただき
たいと思います！

http://www.vill.hara.nagano.jp/ 

【自分に合った使い方を】 

文字の大きさや背景の色

を簡単に変えられます。 

【目的別の３つの入り口】 

３つの入り口を設けるこ

とにより、目的にあわせ

た閲覧ができるようにな

りました！ 

【一目で分かる新着情報】

記事の更新があったも

のは新着情報に掲載さ

れます。行事だけの新着

もあるのでとても便利！ 

【分かりやすい分類】 

暮らしの中での出来事

別や、目的別に情報が分

類されているので、欲し

い情報にラクラクたどり

着けます！ 

【QRコード搭載！】 

携帯電話からも原村の

情報を！ 

４月からビオトープ完成　室内むらづくり委員会　

共
同
作
業
で
地
域
の
環
境
整
備

 

室
内
区
は
、昭
和
55
年
か
ら
現
在
に
か
け

人
口
が
２
倍
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、新
し
い

居
住
者
と
の
交
流
を
図
る
必
要
が
あ
り
、地

域
の
環
境
整
備
を
テ
ー
マ
に
、室
内
む
ら
づ

く
り
委
員
会
を
３
年
前
に
結
成
し
ま
し

た
。農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

を
導
入
し
、こ
の
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

農
業
、農
村
の
基
盤
を
固
め
、環
境
の
向
上

を
図
る
べ
く
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。昨
年

は
、草
刈
り
作
業
の
省
力
化
の
為
に
、共
同

で
防
草
シ
ー
ト
を
布
没
し
ま
し
た
が
、今
年

は
ビ
オ
ト
ー
プ
造
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
造
り

　

と
こ
ろ
で
、ビ
オ
ト
ー
プ
っ
て
何
で
し
ょ

う
？
そ
れ
は
、水
辺
に
水
草
や
、生
物
等
が

生
息
す
る
環
境
を
い
い
ま
す
。現
在
、化
学

肥
料
の
使
用
に
よ
る
水
質
汚
染
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、水
草
が
窒
素
分
を
吸
収

す
る
こ
と
で
、水
質
の
浄
化
に
も
役
立
ち
ま

す
。昨
年
か
ら
、古
代
ハ
ス
、ス
イ
レ
ン
等
を

植
え
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、浄
化
さ
れ
た

水
田
に
、タ
ニ
シ
な
ど
の
生
物
を
放
流
す
る

予
定
で
す
。

　

７
月
19
日（
日
）に
室
内
む
ら
づ
く
り
委

員
が
橋
造
り
を
行
い
ま
し
た
。多
く
の
人
が

安
全
に
よ
り
近
く
か
ら
、水
生
植
物
と
触

れ
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
で
、子
供
た
ち
は
も
と
よ
り
、

大
人
に
も
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
出
来
、環
境
の
大
切
さ
も
理
解
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
策
事
業

　

事
業
の
内
容
に
は
、大
き
く
別
け
て
共

同
活
動
と
営
農
活
動
の
２
つ
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

　

共
同
活
動
で
は
、農
用
地
の
草
刈
、水
路

の
泥
上
げ
等
、農
業
者
以
外
の
住
民
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、地
域
ぐ
る
み
で
農
地

向
上
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

営
農
活
動
は
共
同
活
動
を
一
歩
押
し
進

め
、
50
％
削
減
の
減
肥
減
農
薬
で
水

稲
を
栽
培
し
、エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー（
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
を
営
む
農
業
者
）と
し
て

都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
、環
境
に
よ
い
農
地
づ
く
り
と
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

室
内
む
ら
づ
く
り
の
今
後

  　

平
成
21
年
に
は
長
野
県
の
認
証
米
を
栽

培
す
る
と
と
も
に
、ジ
ュ
ニ
ア
教
室
の
そ
ば

ま
き
、収
穫
、郷
土
食
講
習
会
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

室
内
む
ら
づ
く
り
委
員
会
は
、こ
の
よ
う

な
行
事
を
通
じ
、人
々
の
交
流
を
深
め
、楽

し
み
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
完
成

　
　

室
内
む
ら
づ
く
り
委
員
会

４月から原村のホームページが新しくなりました
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原村でも部分日食が見えました！
　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
で
は
、部
分
日
食
観

望
会
が
行
わ
れ
、日
食
を
見
よ
う
と
会
場
に

は
３
０
０
人
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、朝
か
ら
雨
が
降
り
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、午
前
10
時
30
分
頃
か
ら
は
厚
い
雲
に
覆

わ
れ
て
い
た
雲
の
間
か
ら
、欠
け
始
め
た
太
陽

が
顔
を
出
し
ま
し
た
。会
場
に
は「
す
ご
ー
い
」

や「
見
え
た
！
」な
ど
、歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

通
常
は
日
食
メ
ガ
ネ
等
を
使
用
し
ま
す
が
、今

回
は
雲
の
お
か
げ
で
直
接
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　　　　

　

午
前
11
時
10
分
の
食
最
大
に
向
け
て
、カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
さ
れ
ま
し
た
が
、太
陽
は
厚
い
雲

の
中
で
し
た
。会
場
に
は
落
胆
と
失
笑
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
が
、雲
の
中
か
ら
再
び
顔
を
出

す
と
、会
場
は
一
気
に
歓
喜
の
声
で
あ
ふ
れ
ま

し
た
。

　

下
諏
訪
町
か
ら
訪
れ
た
家
族
は
、「
原
村
へ

見
に
来
て
良
か
っ
た
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

諏
訪
地
方
で
は
、26
年
後
の
２
０
３
５
年
に

最
大
99
％
の
日
食
が
観
察
で
き
る
と
の
こ
と

で
す
。

原
村
で
も
部
分
日
食
が
見
え
ま
し
た
！

八ヶ岳自然文化園から撮影

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN
　　　

昔
、上
の
原
は
草
原
で
し
た
。俎
原

と
言
い
、
今
の
中
央
高
原
一
帯
で
す
。

多
数
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
、
有
機
質

肥
料
の
刈
り
敷
き
の
為
や
牛
馬
の
為

の
採
草
放
牧
地
で
し
た
。

　

上
の
原
は
乾
い
た
芝
草
が
多
く
、

赤
蟻
の
巣
が
所
々
に
小
山
を
成
す
よ

う
な
所
で
し
た
。森
林
は
限
定
的
で

あ
り
、
草
原
と
通
り
抜
け
の
利
か
な

い
籔
で
、遠
く
ま
で
見
晴
ら
せ
て
、４

キ
ロ
先
か
ら
で
も
放
牧
の
馬
の
背
を

確
認
で
き
た
し
、
昭
和
13
年
（
１
９

３
８
）
開
場
の
八
ヶ
岳
農
場
で
掲
げ

る
日
の
丸
の
旗
は
、
柳
沢
の
集
落
か

ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

原
村
へ
の
最
初
の
入
植
は
中
新
田

で
慶
長
15
年（
１
６
１
０
）の
こ
と
で

す
が
、
金
沢
の
金
鶏
金
山
の
金
堀
り

達
が
金
の
産
出
が
少
な
く
な
り
、
百

姓
に
な
ろ
う
と
八
ヶ
岳
西
麓
の
毎
年

雪
解
け
の
早
い
所
め
が
け
て
来
て
み

れ
ば
、
そ
れ
は
雪
も
積
ら
ぬ
北
風
の

強
い
瘠
薄
な
草
原
で
あ
っ
た
と
は
、

幼
い
頃
に
古
老
達
か
ら
よ
く
聞
か
さ

れ
る
話
で
し
た
。爾
来
勤
勉
の
人
々

は
こ
の
草
原
の
草
を
根
こ
そ
ぎ
刈
っ

て
、
牛
馬
に
て
つ
け
下
し
田
畑
を
肥

や
し
、
現
在
の
肥
沃
の
大
地
を
養
っ

た
の
で
す
。で
す
か
ら
薪
炭
林
と
し

て
特
別
に
仕
立
て
た
所
以
外
は
、
草

原
が
保
た
れ
て
近
年
に
及
ん
だ
の
で

す
。

　

一
方
草
原
は
多
種
多
様
な
草
花
の

宝
庫
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
薬

草
と
し
て
人
々
の
健
康
を
維
持
し
ま

し
た
。ま
た
飢
饉
の
際
に
は
食
料
の

補
給
基
地
の
役
目
も
担
い
ま
し
た
。

ミ
ネ
バ
（
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
）
や
ユ

リ
の
根
は
美
味
で
も
あ
り
、
大
切
な

里
人
の
糧
と
な
っ
た
と
は
、
祖
父
ら

の
語
り
草
で
し
た
。ク
サ
ボ
ケ
か
ら

は
酢
も
と
り
ま
し
た
。　　
　
　
　

  

　

子
供
の
頃
、
盂
蘭
盆
が
近
づ
く
と

こ
ぞ
っ
て
盆
花
採
り
に
出
掛
け
ま
し

た
。あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
草
花
を
採
り

ま
し
た
が
、
よ
く
採
れ
た
人
気
の
花

は
キ
キ
ョ
ウ
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
・
ア
ヤ
メ
・

ユ
リ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
ク
ガ

イ
ソ
ウ
・
フ
ジ
バ
カ
マ
・
ホ
タ
ル
ブ

ク
ロ
・
ワ
レ
モ
コ
ウ
等
数
え
き
れ
な

い
程
で
し
た
。背
負
っ
て
立
て
な
い
程

の
花
束
を
互
い
に
競
っ
た
も
の
で
す
。

　

豊
か
な
草
原
も
だ
ん
だ
ん
役
目

が
な
く
な
り
、
経
済
効
果
を
期
待
さ

れ
て
、
共
有
主
の
各
集
落
は
植
林
政

策
を
と
り
、
50
年
か
ら
60
年
間
の
間

に
す
っ
か
り
森
林
化
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。し
か
し
原
村
の
築
村
の
原

動
力
と
な
っ
た
草
原
は
、
原
村
を
語

る
時
、な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

小
規
模
で
も
良
い
か
ら
モ
デ
ル
と
し

て
、
草
原
を
復
活
さ
せ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。花
々
は
戻
っ
て
来
る
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

気
宇
壮
大
に
し
て
浩
然
の
気
を
養

う
、
明
る
い
草
原
の
復
原
に
と
り
組

み
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。　　
　

　
　
　
　
　

原
村
長　

清
水　

澄

ま
な
い
た
は
ら

う    

ら  

ぼ
ん

　

◆
経
過
と
目
的

　

様
々
な
技
術
の
進
歩
か
ら
非

常
に
便
利
に
な
っ
た
二
十
一
世

紀
で
す
が
、地
方
の
公
共
交
通

に
限
っ
て
み
れ
ば
、
む
し
ろ

年
々
不
便
さ
を
増
す
状
況
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
の
第
四
次
総
合
計
画
策

定
に
向
け

平
成
十
七

年
四
月
に

行
っ
た
原

村
在
住
の

十
八
歳
以

上
の
男
女

千
人
を
対

象
に
原
村

の
住
民
サ

ー
ビ
ス
や

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
満
足
度

を
調
査
し
た
結
果
「
や
や
不

満
」「
不
満
」と
い
う
回
答
の
合

計
が
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
バ

ス
・
鉄
道
な
ど
公
共
交
通
機
関

が
利
用
し
や
す
い
」で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、役
場
職
員
ら
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を

重
ね
、昨
年
度
は
法
政
大
学
と

の
連
携
事
業
で
も
公
共
交
通
を

テ
ー
マ
に
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

昨
年
七
月
に
諏
訪
バ
ス
株
式

会
社
か
ら
不
採
算
バ
ス
路
線
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
協
議
を
受

け
公
共
交
通
の
検
討
は
喫
緊
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

▼
今
年
二
月
原
村
公
共
交
通

　
　

あ
り
方
検
討
会
議
設
置

　

住
民
の
み
な
さ
ん
及
び
原
村

を
訪
れ
る
み

な
さ
ん
の
移

動
手
段
の
確

保
等
、村
内
に

お
け
る
公
共

交
通
の
あ
り

方
を
、二
酸
化

炭
素
削
減
に

よ
る
環
境
の

村
づ
く
り
と

い
う
視
点
を

も
合
わ
せ
な

が
ら
検
討
す

る
た
め
原
村

公
共
交
通
あ

り
方
検
討
会

議
を
今
年
二

月
に
設
置
し

ま
し
た
。
検

討
会
議
の
メ

ン
バ
ー
は
、

「
各
区
等
の

代
表
者
」「
公
共
交
通
の
利
用

者
」「
関
係
す
る
各
種
団
体
等
の

代
表
者
」「
公
共
交
通
事
業
者
」

「
関
係
行
政
機
関
」の
う
ち
か
ら

必
要
な
方
を
村
長
が
依
頼
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
国
の
補
助
金

を
受
け
茅
野
市
と
合
同
で
地

域
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
協

議
す
る「
茅
野
市
・
原
村
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」に

向
け
て
原
村
側
の
事
情
を
出
し

あ
い
、村
か
ら
の
提
案
を
ま
と

め
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

▼
茅
野
市
と

協
議
会
設
置

　

今
年
度
は
、

国
の
支
援
を

受
け
る
中
で
、

地
域
の
交
通

の
実
態
調
査

や
、
問
題
点
・

課
題
を
検
討

し
、先
進
事
例

を
踏
ま
え
つ

つ
、運
行
経
路

や
運
行
形
態

の
検
討
や
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行

い
、来
年
度
か

ら
実
証
運
行

す
る
す
る
た

め
の「
連
携
計

　

今
年
度
村
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
原
村
に
ふ
さ

わ
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
年
末
を

目
途
に
方
向
付
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
あ
っ
た
ら
乗
り
た
い
と
い
う
公
共
交
通
の
案
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

画
」を
策
定
し
ま
す
。

　
「
連
携
計
画
」の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点

や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
策
も

含
め
、将
来
に
わ
た
っ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を「
現
状
を
白

紙
に
し
た
状
況
」か
ら
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

茅
野
市
・
原
村
と
も
に
単
に

移
動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通

で
な
く
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点

も
担
う
も
の
と
し
、さ
ら
に
地

球
環
境
に
対
す
る
責
任
も
意
識

し
た
公
共
交
通
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

原
村
に
ふ
さ
わ
し
い

　

公
共
交
通
の
あ
り
方

 

年
末
を
目
途
に
方
向
付
け



15 14

日達子男原村消防団長に精績章を伝達勝亦久さん御柱のミニチュア寄贈

県営圃場整備事業竣工記念式典
原村西部地区

ほ

　平成５年に事業を採択後、着工した県営圃場整備事業
原村西部地区は、平成20年度末に全ての事業が完了し、
２月23日には原村と原村西部地区実行委員会により竣工
記念式典が行われました。
　事業の対象となった村西部の室内、菖蒲沢、柏木地区
は標高900メートル前後の水田と畑地帯で、当時、農地は
不整形で狭く、道水路も未整備だったため収穫物の搬出
や水管理に不便な農地でした。この事業で完成した圃場
は、効率的で作業しやすい優良農地へと生まれ変わりま
した。
　式典で清水村長は「村のシンボル的事業が完成したこ
とは祝福すべきことです。国や県の協力もあって今日を
迎えられました。農業生産を大きく改善させる圃場が完
成した一方、中には放棄されている圃場があったり、農業
者が高齢化したり新たな課題が生じています。皆さんの
ご尽力をお願いしたい」とあいさつしました。
田畑の受益面積 136ヘクタール／総事業費 30億7,200万円

　今年２月に、日達子男原村消防団長が財団法人日本消防
協会から精績章を授章し、伝達式が３月12日に行われました。
　日達団長は原村消防団に勤続し17年以上となります。
　精績章を受け、日達団長は「団員全員の功績と肝に銘
じ、飾らせていただきます」と述べていました。

　やつがね区在住の、クラフト作家の勝亦久さんが役場

を訪れ、来年に御柱を控え、住民や観光客の方に御柱を

盛り上げていただきたいということで、御柱のミニチュ

アを寄贈しました。また、勝亦さんは以前にも村に作品

（夢爛漫）を寄贈していただきました。

　今回の作品は、木落しの様子を表したもので、作品の

制作にあたり、前回の御柱では多数の写真を撮り、その

時に感じた緊張感をリアルに表現したそうです。作品の

中の人形ひとつひとつの動きも細かく表現されています。

また、作品の題字は、勝亦さんの奥さんが、書かれたもの

です。

　なお、作品は役場ロビーに来年の御柱まで飾られる予

定です。

　３月13日には、20日から行われた第40回全国高等学校
バレーボール選抜優勝大会へ出場する小池拓磨さんが村
長を表敬訪問しました。小池さんは東海大学附属第三高
等学校バレーボール部のセンターの選手で「チームは盛
り上がって集中してできている。試合に出たら自分のプ
レーをしっかりやってきたい」と、出場報告しました。
　３月18日には、27日から開かれたはなます杯第３回全
国中学生空手道選抜大会に出場する宮坂耀太君が村長を
表敬訪問し、出場報告をしました。宮坂君は聖道流聖峰
館で空手を習い現在初段を持っており、大会に向け「目
標はベスト16」と話していました。

小池拓磨さん、宮坂耀太君表敬訪問

小池拓磨さん 宮坂耀太君

　平成20年度から、春夏秋冬と季節ごとに行ってきた村
主催の現地見学会は年間で80回行われ、関東や東海地方
から移住を希望する夫婦や親子ら約120名が参加しました。
　会の行程は概要説明のほか、実際に移住した方との対
談、物件の案内などです。
　見学会へ参加することによって、改めて自分の住んで
いる土地を見直そうと感じた方、参加２度目で、実際の生
活を想定し、交通手段をどうするか検討している方など
移住するかどうかの方向性が固まってくるようです。ま
た、移住した方、田舎暮らし案内人や役場職員などから
村に住む人たちの誇りや愛着心を強く感じたという感想
が複数の方から聞かれました。

原村を訪れ移住の検討進める

　４月２６日には、中新田区創立４００年を記念して建立

された記念碑の除幕式が行なわれました。

　記念碑建立は４００年記念事業として行なわれ、除幕

式には記念碑建立実行委員の方などが出席しました。

　記念事業には鎮守社を新築したほか、記念誌の発刊が

予定されています。

　記念碑は、平成２０年に移転した旧区役所の跡地に建

てられ、新田開発の開拓の歴史や１６１０年（慶長１５年）

に高島藩主諏訪頼水公から与えられた新田開発の免許

状と定書が原文のまま刻まれています。

　出席者の方は記念碑を眺めながら、先人が築いた中新

田区開墾の歴史に思いをはせていました。

中新田区創立400年記念碑除幕式

　５月１８日には、米の生産農家とJA信州諏訪、諏訪市
にある製粉会社「高山製粉」の３者が県内初となる米粉
用米の生産供給契約の調印式を行いました。
　契約を結んだ農家は、柳沢区の清水三千男さん、小池
一彦さん、払沢区の日達徳吉さん、清水裕子さんの４名
です。
　契約は、およそ３.６haの水田にあきたこまちを栽培し、
２１tを高山製粉に供給する計画です。
　今回の取り組みは、食料自給率の低い作物の生産拡大
と生産調整の促進を目的に実施される国の補助を受ける
た め に 行 な わ れ 、 栽 培 す る 農 家 に は 国 か ら
１０aあたり５５，０００円が補助されます。
　村では今後、米粉の需要拡大をめざし、JA女性部など
の協力を得て米粉のPRをしていきたいということです。

第25回阿弥陀岳開山祭

新規需要米（米粉）調印式

　６月７日には、第２５回阿弥陀岳開山祭が開催され県
内外からおよそ１３０名が参加しました。
　式典は阿弥陀岳山頂で開催されるため、出発点の舟山
十字は山頂へ向かう方で早朝から賑わっていました。参
加者は途中、湧き水で喉を潤すなど休憩しながら自分の
ペースで山頂を目指していました。
　式典ではまず、原村観光協会小川会長が「この環境を
維持し自然を大切にしていくことを願います。」と挨拶し
ました。そして登山者の無事を祈願して祝詞を読み上げる
など神事が行われました。また、山で命を落とした方を
供養するため献花や黙とうが行なわれました。
　晴天に恵まれたこの日、参加者は日常生活では味わえ

ない達成感を山頂で感
じながら気持ちの

良 いひと時 を
過ごしていま
した。


